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ロボットの仕組みを楽しく学ぼう！ロボットの仕組みを楽しく学ぼう！
１月22日、教育振興や産業育成などへの連携協力の協定を締結している１月22日、教育振興や産業育成などへの連携協力の協定を締結している
福島工業高等専門学校の出前講座で、知能ロボットの実演を通じて科学福島工業高等専門学校の出前講座で、知能ロボットの実演を通じて科学
の楽しさを学びました。（浮金小学校）の楽しさを学びました。（浮金小学校）
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表彰式終了後のおはなし会の様子

　

宮
川　

日
向（
平　
　

舘
）

　

村
上　
　

宙（
小
野
赤
沼
）

　

鈴
木　

楓
埜（
皮
籠
石
）

　

新
沼　
　

爽（
中　
　

通
）

　

高
橋　
　

凛（
反　
　

町
）

　

伊
藤　
　

綾（
谷
津
作
）

　

松
本　

廉
杜（
本　
　

町
）

　

石
井　
　

綸（
浮　
　

金
）

　

國
分　

健
吾（
小
戸
神
）

　

先
﨑　

永
遠（
仲　
　

町
）

　

先
﨑　

智
見（
小
野
山
神
）

　

郡
司　
　

諒（
谷
津
作
）

　

冨
澤　

亮
太（
和
名
田
）

　

草
野　

源
太（
大　
　

八
）

　

猪
越　

千
寛（
飯
豊
下
）

　

吉
田　

尚
生（
飯
豊
中
）

　

先
﨑　
　

光（
大　
　

八
）

おめでとう!!　３歳児よい歯の表彰おめでとう!!　３歳児よい歯の表彰

福
島
県
緑
化
推
進
委
員
会 

 

「
緑
化
功
労
者
表
彰
」受
賞
!!

　

２
月
18
日
、
福
島
市
に
お
い
て
福
島
県
緑
化

推
進
委
員
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
草
野
尚
武
さ
ん（
谷
津
作
）が
多

年
に
わ
た
る
緑
化
の
推
進
と
緑
あ
ふ
れ
る
住
み

よ
い
県
土
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、福
島
県
緑
化
推
進
委
員
会
会
長
か
ら「
緑

化
功
労
者
」と
し
て
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

今
後
も
林
業
の
先
駆
者
と
し
て
、
後
進
の
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

草
野　
　

優（
塩
庭
一
区
）

　

先
崎　

理
奈（
谷
津
作
）

　

先
崎　

妃
奈（
谷
津
作
）

　

松
本　
　

連（
谷
津
作
）

　

星
川　

翔
太（
谷
津
作
）

　

松
本　

祐
寿（
谷
津
作
）

　

味
原　

優
輝（
夏　
　

井
）

　

宗
像　

理
奈（
反　
　

町
）

　

伊
原　

乃
紅（
谷
津
作
）

　

𠮷
田　

橙
亜（
夏　
　

井
）

　

草
野　

雄
生（
夏　
　

井
）

　

水
野　

晄
人（
反　
　

町
）

　

照
山　

咲
葵（
平　
　

舘
）

これからもむし歯ゼロだよ！

代表者が賞状を受け取りました
（草野さん　右奥）

　

２
月
17
日
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て「
３
歳
児
よ
い
歯
の
表

彰
式
」を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
お
子
さ
ん
は
平
成
20
年
度
後
期（
10
・
12
・
２
月
）に
町

の
３
歳
児
健
診
を
受
け
た
50
名
中
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
30
名
で
す
。

　

自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
と
一
人
ひ
と
り
元
気
に
返
事
を
し
、
宍
戸

町
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
む
し
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
食
事
や
歯
み
が
き
に
注
意
し
、

元
気
よ
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。（
生
年
月
日
順
・
敬
称
略
）
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２
月
10
日
、
郡
山
市
で
県
指
導
農
業
士
認
定

証
交
付
式
と
退
任
者
知
事
感
謝
状
贈
呈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

指
導
農
業
士
は
、
優
れ
た
農
業
経
営
を
行
い
、

そ
の
経
営
を
通
じ
て
農
業
の
担
い
手
育
成
の
た

め
に
研
修
の
受
け
入
れ
を
行
う
な
ど
、
地
域
農

業
の
推
進
役
と
な
る
方
で
、
県
知
事
が
認
定
を

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
平
成
４
年
度
か
ら
若
い
農
業
者
の
指

導
に
尽
力
さ
れ
た
小
野
イ
エ
子
さ
ん（
雁
股
田
）

が
退
任
さ
れ
、
先
崎
幸
江
さ
ん（
小
野
赤
沼
）が

新
た
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
野
さ
ん
の
長
年
の
ご
労
苦
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
先
崎
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し

ま
す
。

県
指
導
農
業
士

退　

任

　

小
野
イ
エ
子
さ
ん（
雁 

股 

田
）

新
認
定

　

先
崎　

幸
江
さ
ん（
小
野
赤
沼
）

　

平
成
20
年
の
福
島
県
市
町
村
別
交
通

事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
小

野
町
は
Ｂ
グ
ル
ー
プ（
人
口
１
万
人
以

上
３
万
人
未
満
の
町
村
）の
２
位
と
な

り
、
県
交
通
対
策
協
議
会
長（
県
知
事
）

及
び
県
警
察
本
部
長
連
名
の
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
20
年
の
交
通
事
故
発

生
件
数
な
ど
が
、
過
去
３
年
に
比
べ
大

き
く
減
少
し
た
市
町
村
が
表
彰
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
り
、
交
通
安
全

の
た
め
に
取
り
組
ん
だ
成
果
で
す
。

　

今
後
も
さ
ら
に
交
通
事
故
撲
滅
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

１
月
29
日
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

第
２
回
小
野
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
小
野

町
介
護
保
険
事
業
計
画
審
議
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

①
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
等
に
伴
う
介
護
報

酬
改
定
の
概
要
に
つ
い
て

②
小
野
町
介
護
保
険
の
現
状
並
び
に
今
後
の
事

業
概
要
に
つ
い
て

③
第
４
期
事
業
計
画（
平
成
21
〜
23
年
度
）案
の

概
要
に
つ
い
て

④
第
４
期
計
画
に
お
け
る
保
険
料
基
準
額
及
び

介
護
保
険
臨
時
特
例
交
付
金
適
用
に
よ
る
保

険
料
額
に
つ
い
て

　

こ
の
４
件
を
議
題
と
し
、
主
に
高
齢
者
施
策

を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
と
施
策

体
系
、
施
策
体
系
ご
と
に
定
め
た
実
施
事
業
の

概
要
及
び
介
護
報
酬
改
定
を
踏
ま
え
た
第
４
期

計
画
に
お
け
る
給
付
費
の
見
込
み
等
に
つ
い
て

審
議
を
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
者
の

う
ち
介
護
予
防
分
見
込
み
量
が
少
な
い
の
は
な

ぜ
か
、
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
の
具
体
的

支
援
方
法
は
何
か
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
仕

組
み
と
利
用
状
況
は
、
第
４
期
計
画
に
お
け
る

給
付
費
抑
制
策
は
何
か
、
介
護
福
祉
施
設
の
入

所
待
機
者
に
関
す
る
町
の
考
え
方
は
、
成
年
後

見
人
制
度
の
周
知
徹
底
に
関
す
る
要
望
、
隣
組

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
並
び
に
介
護
予
防
事
業
の
充
実

に
関
す
る
要
望
な
ど
、
多
く
の
質
問
や
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、計
画
案
に
一
部
実
施
事
業（
介

第
２
回
小
野
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

 

介
護
保
険
事
業
計
画
審
議
委
員
会
開
催

〜
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画（
平
成
21
〜
23
年
度
）に
つ
い
て
了
承
さ
れ
る
〜

佐藤知事を囲んで
（左から小野さん、佐藤知事、先崎さん）

これからも“交通安全”を心がけましょう

福島県市町村別交通事故防止コンクール表彰受賞！福島県市町村別交通事故防止コンクール表彰受賞！

護
家
族
へ
の
支
援
）を
追
加
し
、
そ
の
他
は
原

案
の
と
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
・
ご
要
望
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
各
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課 

　

☎
７
２
ー
６
９
３
４

審議委員会の様子
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日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
、
20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民

年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険

料
の
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
学
生
に
つ
い
て
は
申

請
に
よ
っ
て
在
学
中
の
保
険
料
納

付
を
猶
予
す
る「
学
生
納
付
特
例

制
度
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た

期
間
は
障
害
年
金
の
受
給
資
格
要

件
に
含
ま
れ
ま
す
。
学
生
で
あ
っ

て
所
得
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
必
ず
学
生
納

付
特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
の
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
に
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。
将
来
の
年
金
額

を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
は
、
承
認

を
受
け
て
か
ら
10
年
間
の
う
ち
に

保
険
料
を
納
付（
追
納
）す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。（
承
認
を
受
け
た

年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以

降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の

保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
加
わ

り
ま
す
）。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
大
学
、

短
期
大
学
、
大
学
院
、
高
等
学
校
、

専
修
学
校
な
ど
の
ほ
か
、
各
種
学

校（
一
年
以
上
の
就
学
課
程
に
限

る
）に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学

生
で
す
。

　

ま
た
、
夜
間
・
定
時
制
・
通
信

課
程
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と

ん
ど
の
学
生
の
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

申
請
の
際
に
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
確
認
で
き
る
書
類（
年
金
手

帳
な
ど
）と
学
生
証（
ま
た
は
在
学

証
明
書
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
、
申
請
が
承
認
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

前
年
の
所
得
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
申
請
は
毎
年
必
要
で

す
。

　

年
度
の
途
中
で
20
歳
を
迎
え
る

方
は
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
送

付
さ
れ
る「
資
格
取
得
届
」を
あ
わ

せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
４

ｰ

９
３
２

ｰ

３
４
８
０

　

町
民
生
活
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
３

国国
民民
年年
金金
ココ

－－

ナナ

－－

学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

社
会
保
険
出
張
相
談
開
設

　

郡
山
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年

金
に
関
す
る
相
談
を
田
村
市
、
石
川

町
、
須
賀
川
市
の
各
会
場
で
毎
月
１

回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
に
関
す
る
こ
と
で
相
談
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
な
お
、
須
賀
川
市
に
つ
い

て
は
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

●
相
談
会
場
・
相
談
日（
４
月
・
５
月
）

▽
田
村
市
役
所

　

４
月
９
日（
木
）・
５
月
14
日（
木
）

▽
石
川
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

４
月
16
日（
木
）・
５
月
21
日（
木
）

▽
須
賀
川
市
体
育
館

　

４
月
23
日（
木
）・
５
月
28
日（
木
）

●
相
談
時
間

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

郡
山
社
会
保
険
事
務
所
年
金
給
付
課

　

☎
０
２
４
ー
９
３
２
ー
３
９
１
７

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

 

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

住
宅
火
災
か
ら
あ
な
た
を
守
り
ま
す

　

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
23

年
６
月
か
ら
全
世
帯
に
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　

家
庭
内
で
の
火
災
発
生
を
い
ち
早

く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
警
報
ブ
ザ
ー
や
音

声
に
よ
っ
て
知
ら
せ
る
装
置
が
住
宅

用
火
災
警
報
器
で
、
寝
室
や
寝
室
の

あ
る
階
の
階
段
に
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
た
時
、
目
で
煙
や

炎
を
見
た
り
、
鼻
で
焦
げ
臭
い
に
お

い
を
感
じ
た
り
と
五
感
で
気
づ
く
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
就
寝
中
や
仕
切

ら
れ
た
部
屋
で
物
事
に
集
中
し
て
い

る
と
き
な
ど
に
は
、
火
災
に
気
づ
く

の
が
遅
く
な
り
ま
す
。
火
災
警
報
器

が
あ
れ
ば
尊
い
命
が
救
わ
れ
た
か
も

し
れ
な
い
事
例
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

町
で
も
、
町
営
住
宅
な
ど
に
設
置

を
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
早
め
の
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
●
悪
質
販
売
に
ご
注
意
！

　

悪
質
販
売
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

▽「
消
防
署
」か
ら
来
ま
し
た
と
い
う

言
葉
に
は
ご
用
心
！
消
防
署
で
は

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
販
売
を
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
メ
ー
カ
ー
や
種
類
、
機
能
に
よ
っ

て
価
格
は
違
い
ま
す
が
、
４
，

０
０
０
円
〜
１
５
，０
０
０
円
が

目
安
で
す
。
異
常
に
高
い
値
段
の

も
の
を
売
り
つ
け
ら
れ
な
い
よ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
近
く
の
電
気
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
で
購
入
で
き
ま
す
。
小
野
町

消
防
団
で
も
購
入
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
の
で
、
地
元
消
防
団
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

田
村
消
防
署
小
野
分
署

　

☎
７
２
ー
２
６
３
０

「
山
火
事
防
止
運
動
」

見
直
そ
う
森
の
恵
み
と
火
の
始
末

　

３
月
20
日
〜
４
月
19
日
は
山
火
事

防
止
運
動
期
間
で
す
。

　

３
月
下
旬
に
な
る
と
、
農
作
業
や

山
菜
採
り
が
始
ま
り
、
山
林
へ
出
入

り
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

山
火
事
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
火
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
が

原
因
で
、
山
火
事
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
森
林
の
大
切

さ
を
認
識
し
防
火
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

貴
重
な
森
林
を
山
火
事
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

●
山
火
事
防
止
の
注
意
点

・
枯
れ
草
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
が

あ
る
場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な

い
。

・
た
き
火
な
ど
火
を
使
用
し
た
後
に
、

そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
完
全
に

消
火
す
る
。

・
風
が
強
い
と
き
や
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
と
き
は
、
た
き
火
や
野
焼

き
を
し
な
い
。

・
土
手
な
ど
広
範
囲
に
火
入
れ
を
行

う
際
は
、
許
可
を
必
ず
受
け
る
。

・
た
ば
こ
は
火
を
消
し
、
吸
い
殻
は

絶
対
投
げ
捨
て
な
い
。



5　広報　おのまち

❖❖❖❖❖❖　ふるさと文化の館情報　❖❖❖❖❖❖

○図書館 ――――――――――――――――――――――――――――――

◆問い合わせ　ふるさと文化の館　☎７２－２１２０

●入園・入学に…
書　　名 著者名 出版社

はじめてママの通園・通学バッグ パッチワーク通信社／編 パッチワーク通信社
ふくろもの　入園入学の子どもたちに 藤井あつ子／著 文化出版局
キャラクタープリント
手作り通園・通学グッズ ブティック社／編 ブティック社

通園通学小物160てん ブティック社／編 ブティック社
マンガdeソーイング
通園・通学グッズ

林ことみ，
小森ネコ／著 文化出版局

はじめて作る園児の袋物 雄鶏社／編 雄鶏社

大人向け
書　　名 著者名 出版社

ポトスライムの舟 津村記久子／著 講談社
利休にたずねよ 山本兼一／著 ＰＨＰ研究所
粗茶を一服 山本一力／著 文藝春秋
陽令伝（８巻） 北方謙三／著 集英社
いっちばん 畠中恵／著 新潮社

百年小説 ポプラクリエイティブ
ネットワーク／編 ポプラ社

諸国物語 ポプラクリエイティブ
ネットワーク／編 ポプラ社

悩む力 姜尚中／著 集英社
オバマ大統領
ブラックケネディになれるのか 村田晃嗣／著 文藝春秋

男道 清原和博／著 幻冬舎
わたしのニット小もの 手編み大好き！／編 実業之日本社

◇新着本

◇おすすめの一冊

　もうすぐ４月。
　入園や入学、入社など新しい生活が始まる季節
です。
　そんな新生活のスタートに役立つ本をご紹介し
ます。

◇郷土資料のご案内

●お弁当作りに…
書　　名 著者名 出版社

子どもを元気にするおべんとうのおかず 古賀義将／著 朝日新聞出版

１～５歳のおべんと生活 大田百合子，
田中可奈子／著 赤ちゃんとママ社

愛情いっぱい園児のおべんとう
162メニュー ブティック社／編 ブティック社

オフィスに持っていくかんたんお弁当 ブティック社／編 ブティック社
和食のべんとう 杵島直美／著 グラフ社
伝統の味からジャパネスクまで
サンドイッチの本 地崎比奈子／著 グラフ社

●仕事に活かす…
書　　名 著者名 出版社

いま、すぐはじめる地頭力 細谷功／著 大和書房
仕事力がアップする！
マニュアルのつくり方・生かし方 小林隆一／著 PHP研究所

トヨタの社員は机で仕事をしない 若月義人／著 PHP研究所
成功するためのビジネス書100冊 藤井孝一／著 明日香出版社
仕事と人生がシンプルになる！
手帳とノート魔法の活用術 和田茂夫／著 技術評論社

不機嫌な職場 高橋克徳ほか／著 講談社

子ども向け
書　　名 著者名 出版社

深海生物大図鑑 長沼毅／監修 ＰＨＰ研究所
べにいろの童話集 アンドルー・ラング／編 東京創元社
きになるともだち 降矢なな／作，絵 偕成社

まゆとうりんこ 降矢なな／絵
富安陽子／文 福音館書店

中高生のための憲法教室 伊藤真／著 岩波書店
絵本・世界の食事シリーズ 銀城康子／文 農文協

◇新着本

　この度「小野町史料集成Ⅰ～Ⅲ」（橋本幸夫／編　
小野町教育委員会／発行）を刊行しました。
　町内の小学校に保存されていた旧飯豊村、小野
新町、夏井村の三町村の郷土誌を再編集したもの
で、第１巻「飯豊村郷土史」第２巻「小野新町郷土史」
第３巻「夏井村郷土史」となっています。
　人口や戸数・産業に関する統計や歴史、人々の
暮らし・文化など、明治から昭和初期の小野町の
様子がわかりやすくまとめられた貴重な史料です。
　子ども達の学習に役立てていただきたいと、町
内の小中学校へ配本しました。
　ふるさと文化の館で閲覧や貸し出しができます
ので、郷土の歴史・文化をひも解く一助として、
ぜひご活用ください。
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２
月
１
日
、
猪
苗
代
ス
キ
ー
場
ミ

ネ
ロ
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
町
内
の
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
50
名
の
参
加

の
も
と
、
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
野
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
の
指

導
に
よ
り
、
参
加
者
は
初
心
者
、
初

級
、
中
級
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
各

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
講
習
を
受
け
ま

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て

技
を
磨
き
、
白
銀
の
ゲ
レ
ン
デ
で
思

い
き
り
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
親
子
で
手
を
取
り
合
い
な

が
ら
臨
む
姿
も
見
ら
れ
、
ふ
れ
あ
い

を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
講
習
と
な

り
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
、
町
民
体
育
館
に
お
い

て
Ｂ
＆
Ｇ
杯
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

行
政
区
親
善
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
宍
戸
町
長
と
大
和

田
議
会
議
長
の
激
励
の
後
、
田
村
ミ

チ
子
選
手（
上
羽
出
庭
）が
力
強
く
選

手
宣
誓
を
し
、
競
技
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　

選
手
の
ボ
ー
ル
へ
の
集
中
力
・
気

合
の
入
っ
た
か
け
声
な
ど
各
チ
ー
ム

と
も
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
優　

勝　

中
通
行
政
区

●
準
優
勝　

小
野
赤
沼
行
政
区

●
第
三
位　

仲
町
行
政
区

●
第
三
位　

皮
籠
石
行
政
区

　

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法（
特
定
家
庭

用
機
器
再
商
品
化
法
）が
改
正
さ
れ
、

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
家
電
４
品

目（
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ

ン
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
）

に
新
た
に
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
、
液
晶

テ
レ
ビ
、
衣
類
乾
燥
機
が
加
わ
り
ま

す
。

　

カ
ー
ナ
ビ
、
プ
ラ
ズ
マ
モ
ニ
タ
ー
、

液
晶
モ
ニ
タ
ー
な
ど
一
部
除
外
さ
れ

る
品
目
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
電
気
店
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
◆
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
課　

☎
７
２
ー
６
９
３
３

参加者全員で

スキーやスノーボードを楽しむ参加者だんだん滑られるようになったよ！

準優勝の小野赤沼行政区の皆さん 試合の様子

～平成21年４月１日、４品目から７品目に～

⬇追加

第第
2323
回
Ｂ
＆
Ｇ
杯
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

回
Ｂ
＆
Ｇ
杯
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

 
 

 
 

行
政
区
親
善
交
歓
会
開
催

行
政
区
親
善
交
歓
会
開
催

優勝した中通行政区の皆さん
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中央さくら保育園

　夏井千本桜まつり実行委員会では、夏井川に掲揚する「こいのぼり」
を募集しています。
　ご家庭で眠っている「こいのぼり」を満開の夏井千本桜の上で雄大に
泳がせてみませんか。

◆問い合わせ
　夏井千本桜まつり実行委員会会長　会田則夫　☎７２－３３１５
　小野町観光協会　☎７２－６９３８

　

３
月
３
日
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
児
童
園
で

「
ひ
な
ま
つ
り
」を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
達
は
、
ひ
な
ま
つ
り
に
ち
な
ん
だ
お
話

を
聞
い
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
と
楽
し
そ
う
で

し
た
。

　

き
れ
い
に
飾
り
つ
け
さ
れ
た
段
飾
り
や
園
児

達
の
手
作
り
の
お
ひ
な
様
が
並
ぶ
華
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
色
と
り
ど
り
の
ち
ら
し
寿
司
や
可

愛
ら
し
い
お
ひ
な
様
の
お
弁
当
を
美
味
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

飯豊ひまわり保育園

浮金つつじ児童園

夏井おおすぎ保育園小野わかば幼稚園
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昭
和
35
年（
１
９
６
０
年
）、

小
野
新
町
中
学
校
卒
業
式
の
数

日
後
、
集
団
就
職
列
車
に
乗
り

込
ん
だ
友
人
た
ち
を
郡
山
駅
で

見
送
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
４
年
後
、
高
校
で

い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
友
人
た
ち

と
も
別
れ
て
一
人
千
葉
県
に
来

た
。『
高
校
三
年
生
』が
流
れ
た

年
で
あ
る
。

　

思
え
ば
、
み
ん
な
と
よ
く
遊

び
、
よ
く
学
ん
だ（
？
）町
で

あ
っ
た
。

　

実
家
の
あ
る
小
野
町
に
足
し

げ
く
通
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は

10
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
で
あ
る
。

　

父
は
定
年
退
職
後
、
脳
梗
塞

に
倒
れ
た
が
、
病
院
の
手
厚
い

看
護
と
リ
ハ
ビ
リ
指
導
を
受
け

て
、
車
が
運
転
で
き
る
ま
で
に

回
復
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
今
度
は
母
が
脳
梗

塞
と
記
憶
力
を
失
わ
せ
る
病
魔

に
襲
わ
れ
て
両
親
だ
け
の
生
活

が
難
し
く
な
り
、
兄
弟
で
分
担

し
て
の
い
わ
ゆ
る
遠
距
離
介
護

と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

２
人
の
生
活
に
張
り
合
い
を

与
え
て
い
た
も
の
は
人
と
の
付

き
合
い
で
あ
っ
た
。
人
が
訪
ね

て
き
た
日
は
笑
顔
が
多
か
っ
た
。

健
康
福
祉
課
の『
リ
ハ
ビ
リ
教

室
』も
楽
し
み
の
一
つ
。

　

月
に
一
度
、
20
〜
30
人
の
参

加
者
が
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
や
バ
ス
旅

行
を
し
て
い
た
。

　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
る
と
、

送
迎
車
を
待
っ
て
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
も
出
か
け
て
い
っ
た
。
か

か
り
つ
け
の
医
院
か
ら
は
毎
月

絵
手
紙
が
届
い
た
。

　

今
は
両
親
と
も
他
界
し
て
し

ま
っ
た
が
、「
ふ
る
さ
と
」と
い

う
言
葉
を
聞
く
に
つ
け
、
よ
く

遊
ん
だ
場
所
や
友
達
や
先
生
ば

か
り
で
は
な
く
、
両
親
に
そ
れ

と
な
く
注
視
し
、
手
を
差
し
伸

べ
て
下
さ
っ
た
人
々
を
忘
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

毎
月
届
く「
広
報
お
の
ま
ち
」

に
知
人
の
名
前
や
写
真
を
見
つ

け
る
と
、
こ
ち
ら
も
頑
張
ら
な

け
れ
ば
と
思
う
。

　

中
学
時
代
に
見
た
映
画 

『
の

び
ゆ
く
小
野
町
』に
写
さ
れ
た

昭
和
30
年
頃
と
は
、
町
の
よ
う

す
や
暮
ら
し
は
変
わ
っ
た
も
の

の
、
阿
武
隈
山
地
と
い
う
自
然

環
境
と
そ
こ
で
人
が
生
活
し
て

い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

　

住
民
票
こ
そ
な
い
が
、
気
持

ち
だ
け
は
今
も
そ
の
一
人
＝
小

野
町
民
＝
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

あ
り
が
と
う
小
野
町

橋
本　

昇

（
谷
津
作
出
身
・
千
葉
県
支
部
）

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

東
北
地
区
に
置
か
れ
る
国
立
大
学

法
人
、
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専

門
学
校
機
構
及
び
一
部
の
独
立
行
政

法
人
の
事
務
系
及
び
技
術
系
の
職
員

の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

●
試
験
区
分
・
採
用
予
定
数

　
（
い
ず
れ
も
大
学
卒
業
程
度
）

　

・
事
務　

44
人　

・
図
書　

３
人

　

・
機
械　

２
人　

・
建
築　

１
人

　

・
物
理　

１
人

●
受
付
期
間（
郵
送
の
み
）

　

４
月
１
日（
水
）〜
10
日（
金
）

　

※
４
月
10
日
の
消
印
有
効

●
第
一
次
試
験

　

５
月
17
日（
日
）

　

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
試
験
区

分
は
一
つ
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
受

験
申
込
書
の
受
理
後
に
お
け
る
変
更

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

採
用
予
定
数
は
事
情
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
新

の
採
用
予
定
数
等
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資
格
等

の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
東
北

地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試

験
実
施
委
員
会
採
用
試
験
事
務
室
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員

採
用
試
験
実
施
委
員
会
採
用
試
験

事
務
室

　

☎
０
２
２
ー
２
１
７
ー
５
６
７
６

　

メ
ー
ル

　

shaken@
bureau.tohoku.

ac.jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.bureau.tohoku.

　

ac.jp/shiken

国
家
公
務
員
採
用
試
験

 

の
お
知
ら
せ

　

人
事
院
で
は
次
の
と
お
り
国
家
公

務
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
Ⅰ
種
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）】

●
受
付
期
間

　

４
月
１
日（
水
）〜
８
日（
水
）

●
第
一
次
試
験

　

５
月
３
日（
日
）

【
Ⅱ
種
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）】

●
受
付
期
間

▽
郵
送

　

４
月
13
日（
月
）〜
22
日（
水
）

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

４
月
11
日（
土
）〜
15
日（
水
）

●
第
一
次
試
験

　

６
月
21
日（
日
）

【
Ⅲ
種
試
験（
高
校
卒
業
程
度
）】

●
受
付
期
間

　

６
月
23
日（
火
）〜
30
日（
火
）

●
第
一
次
試
験
日

　

９
月
６
日（
日
）

　

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合
、

受
付
期
間
最
終
日
の
消
印
有
効
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
用
紙
の
請
求
や
受
験

資
格
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課

　

☎
０
２
２
ー
２
２
１
ー
２
０
２
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm

広　

告　

欄
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移住した皆さんに
　　インタビュー

よう 
 こそ 小野町

　小野町に移住した方をご紹介し、町の魅力を再発見することを目的に連載してきた当コーナーは、今月
号で最終回となります。
　先月号では、定年後の暮らしを考えた末にＵターンしたご夫婦をご紹介しました。
　今月号は、福島県内の故郷へＵターンした後、お仕事の関係で小野町で暮らし始めたご夫婦にお話を伺
いました。

◆福島県にＵターンする前は、どちらにお住まいで
したか？

　東京で13年ほど暮らしていました。
　小野町で暮らし始めて１年になります。

◆なぜ東京からＵターンしようと思いましたか？

　仕事の都合で子どもと過ごす時間が少なく、もっ
とのびのびとした環境で子どもを育てたいと思って
いました。妻が病気になったときに、親が上京して
子どもをみてくれましたが、子育てをするには親が
近い方が良いと考えるようになりました。

◆小野町の印象はいかがですか？

　学校と地域とのつながりが強いと感じています。
学校行事などにとても協力的で集まる人数が多いこ
とに驚きました。また、ご近所の方に野菜をいただ
いたり、雨の日に洗濯物を取り込んでもらったりし
て、ありがたみを感じています。

◆田舎での子育てについてどう感じていますか？

　川で遊んだり、雪が降った日にそり遊びをしたり
と、東京ではできなかった遊びができ、子どもたち
ものびのびしています。保育園も人数が少ないので、

密度の濃い保育を受けることができると思います。
　一方、都会では選択肢の広い教育が可能であり、
都会ならではの良さもあります。都会と田舎、子育
てに関してはそれぞれ異なった良さがあると思って
います。
　でも、子ども自身は、小野町での暮らしを気に入っ
ているようなので、そんな様子をみると小野町に来
て良かったなと感じます。

　お仕事でお忙しい中、家族の皆さん全員で取材に
応じていただきました。２人の息子さんたちは、帰
り際に元気に手を振ってくれました。笑顔がとても
素敵なご一家でした。
　ご協力いただきありがとうございました。

・・・最後に・・・

　約１年半にわたり連載してきた当コーナーでは、
総勢16組の移住した皆さんにお話を伺いました。
　移住のきっかけや町での暮らし方は様々ですが、
皆さんに共通しているのは、理想のライフスタイル
を追求する姿勢でした。
　取材にご協力いただいた皆さんに、改めて紙上よ
りお礼申し上げます。

　２月14日、町と小野町ふるさと暮らし支援センターは、東京銀座
において、小野町ふるさと暮らしセミナーを開催しました。
　セミナーでは、町の概要や支援体制、支援センターの活動紹介な
どを行いました。田舎暮らしに関心のある首都圏在住の方々21名が
参加しました。また、先輩移住者との懇談会や個別相談会も行い、
参加者の中には具体的に移住の検討を始めている方もいました。
　支援センターの活動は全国的にも注目されており、今年度は、山
形県朝日町や宮城県丸森町、福島県南相馬市の視察研修地として選
定されました。また、国学院大学や東京大学大学院の研究室の教授
や学生が訪れる機会もありました。
　今後も、町と支援センターでは、田舎暮らしを希望する方の支援
を積極的に行います。地域の皆さんのご理解とご協力をお願いしま
す。熱心に話を聴く参加者

角田淳也さん、尚子さんご夫妻　 （谷津作行政区）
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休日当番のお医者さん

月　　日 当　番　医 所　在　地 電話番号

３月15日(日) 白 岩 医 院 田村市（常葉町） ７７－２０３６

　　20日(祝) 橋 本 医 院 小　　 野　　 町 ７２－３７１１

　　22日(日) 船 引 ク リ ニ ッ ク 田村市（船引町） ８２－０１３７

　　29日(日) 田 村 市 立 都 路 診 療 所 田村市（都路町） ７５－２００３

４月５日(日) 西 山 医 院 三　　 春　　 町 ６２－２４７３

　　12日(日) まつえ整形外科クリニック 田村市（船引町） ８１－１２２２

　　19日(日) 青 山 医 院 田村市（常葉町） ７７－２０１５

＊電話確認の上、受診してください。
＊詳しい情報は、「福島県救急医療情報システム」の「休日当番医検索」をご覧ください。
　http://www.ftmis.pref.fukushima.jp
＊こども救急電話相談　毎日19時～翌朝８時　０２４－５２１－３７９０
＊詳しい情報は、「こどもの救急についてのホームページ」をご覧ください。
　http://www.pref.fukushima.jp/imu/kodomokyuukyuu/kodomokyuukyuu.htm

　引越シーズンのピークとなる３月・４月の２か月
間、福島県トラック協会では「引越相談」を開設し、
電話などによる引越に関する相談をしています。
　緑ナンバーのトラックを利用しての引越や引越に
伴う各種サービスについてお困りのことがありまし
たら、最寄りの相談所へご相談ください。

【相談時間】
　午前９時～午後４時（祝祭日を除く月～金曜日）

【引越相談所】
●福島県トラック協会　本部（福島市）
　☎０２４ー５５８ー７７５５

＊引越が決まりましたら、緑ナンバートラックの予
約を早めにしましょう。

＊引越は見積もり（無料）、下見（有料）を的確に行う
ことが重要です。トラブル防止のためにも必ず
事前に見積もり等をしてもらいましょう。

｢引越相談所｣のお知らせ

◆
問
い
合
わ
せ　

小
野
警
察
署　

☎
７
２
ー
２
１
２
１
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サポートに感謝します!!
“小野小町ふるさと応援寄附金”
 （ふるさと納税）の寄附状況

行事カレンダー　（３月16日～４月15日）
月　　日 行　　　　事　　　　名

３
月

16日（月）

17日（火）

18日（水）

幼稚園卒園式・修了式
あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター
３か月児健診・BCG接種（受付13：00～13：30）公立小野町地方綜合病院
窓口業務延長（19：00まで）

19日（木）児童園卒園式ちびっこおはなし会（11：00～11：30）ふるさと文化の館

20日（金）●春分の日

21日（土）

22日（日）

23日（月）●世界気象デー小学校卒業式・修了式、中学校修了式

24日（火）栄養相談（10：00～12：00）母子健康センター

25日（水）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター窓口業務延長（19：00まで）

26日（木）

27日（金）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設

28日（土）保育園卒園式

29日（日）

30日（月）

31日（火）ふるさと文化の館図書館館内整理日休館

４
月

１日（水）●交通事故ゼロ・歩行者優先の日窓口業務延長（19：00まで）

２日（木）
３日（金）
４日（土）保育園入園式

５日（日）
６日（月）小中学校入学式・第1学期始業式

７日（火）児童園入園式あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター

８日（水）幼稚園入園式・第１学期始業式窓口業務延長（19：00まで）

９日（木）人権相談所開設（10：00～15：00）母子健康センター
10日（金）ヘルスアップ運動教室（13：30～15：30）多目的研修集会施設

11日（土）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター

12日（日）
13日（月）
14日（火）あそびの広場（9：30～11：30）子育て支援センター

15日（水）３か月児健診・BCG接種（受付13：00～13：30）公立小野町地方綜合病院窓口業務延長（19：00まで）

　「小野小町ふるさと応援寄附金」に、
引き続き多数の申し込みをいただき、
小野町をサポートしていただいてい
ます。
　ご協力いただき、誠にありがとう
ございます。
　寄附金を納入いただき、広報紙へ
の掲載承諾のあった方については、
次のとおりです。

名雪　道男さん
（小野町・次世代育成支援、文化体育支援、
 まちづくり支援のため）

　寄附の申し込みがあった方は、２
月28日現在31名で、合計1,018,000
円です。
　今後も、随時寄附状況についてお
知らせします。

◆問い合わせ
　企画商工課　☎７２－６９３９

上水道水の
水質検査結果について
　１月に実施した上水道水の水質検
査結果は、次のとおりです。

試験項目 水質基準 試験結果

一般細菌 100CFU/ml以下 0CFU/ml

大腸菌 検出されないこと 検出せず

塩化物イオン 200mg/l以下 7.3mg/l

有機物（TOC） 5mg/l以下 0.4mg/l

pH値 5.8～8.6 7.2

味 異常でないこと 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし

色度 5度以下 <1度

濁度 2度以下 <0.1度

◆問い合わせ　
　地域整備課　☎７２ー６９３６

※４月から、あそびの広場は、火曜日と土曜日になります。
　なお、行事等により変更となる場合もありますので、事前にご確認ください。



※記事については、常用漢字・人名漢字で記載しております。

 木材とのふれあい体験 木材とのふれあい体験
～平成20年度森林環境交付金事業～～平成20年度森林環境交付金事業～広
報
 お
の
ま
ち
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と
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行
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この印刷物は、FSCの基準に
従って認証された適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
で印刷されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　
お誕生おめでとうお誕生おめでとう

氏　　名 年　齢 行政区

斎　藤　む　め 102 谷津作

（11月届出分）

小　泉　ツネ子 65 中　通

(12月届出分)

中　山　　　博 72 仲　町

大　友　榮　子 77 中　通

遠　藤　春　美 60 平　舘

榊　原　ナ　ツ 96 谷津作

横　田　ツ　ネ 89 飯豊中

佐　藤　保　雄 95 飯豊下

遠　藤　　　巽 80 南田原井

草　野　幸　子 87 上羽出庭

（１月届出分）

※この欄は、プライバシー保護のため、届出の際
に同意を得た方を記載しています。

おくやみ申し上げますおくやみ申し上げます

氏　　名 父・母 行政区

上遠野悠真（ゆうま）  祥 ・歩美 反　町

（12月届出分）

古川　芽唯（めい） 大輔・純枝 本　町

野上　結衣（ゆい） 大介・順子 谷津作

磯　真奈美（まなみ） 徳孝・春江 雁股田

村上　麗奈（れな） 寿一・美穂 南田原井

草野　　梓（あずさ） 喜輝・由紀江 塩庭一区

（１月届出分）

２年後の収穫が楽しみ！
（椎茸・なめこの植菌作業）

　

梅
の
花
が
咲
き
は
じ
め
る
季
節
に
な

り
、
少
し
ず
つ
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

空
気
や
景
色
が
春
ら
し
く
な
っ
て
く

る
と
、
太
陽
の
光
を
全
身
に
浴
び
た
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
冬
眠
し
て
い
た

動
物
達
や
植
物
も
、
こ
ん
な
気
持
ち
な

ん
で
し
ょ
う
ね
…
。 

　
（
美
）

あ　

と　

が　

き

平成21年２月１日現在
　人　口 11,576人（△32）　
　　男 5,574人（△９）　
　　女 6,002人（△23）　
　世帯数  3,808世帯（△26）　

（　）内は前月との増減

福島県現住人口調査結果から

･･･おわびと訂正･･･

広報おのまち平成21年２月号で小野
町の人口の記事中「平成20年１月１日
現在」とありますが、正しくは「平成21
年１月１日現在」ですので、おわびし
訂正いたします。　

町の人口町の人口

　この事業は、森林を守り育て、森林の働き〔土砂の流出防止・雨
水を蓄える水源かん養の向上〕を理解することを目的として、平成
18年度から森林環境税を財源に実施しているものです。
　午前中は、きのこアドバイザーの松本信夫先生からきのこの栽培
などの講話をいただいた後、椎茸・なめこの植菌作業を体験しまし
た。
　会場に集まった40数名の大半が初めての作業でしたが２年後の
収穫の期待を込めて熱心に種駒の打ち込み作業を行っていました。
　午後は「スノコの製作」にチャレンジ。町内の建築業、猪狩勇雄さ

　２月14日、小野町多目的研修
集会施設において森林環境交付
金事業「木材とのふれあい体験」
を開催しました。

んから指導を受け、ヒノキの香
りのする間伐材を用いて各自２
枚のスノコを製作しました。金
づちを初めて手にする子どもも
いましたが、完成した作品は全
てすばらしい出来栄えで、木材
への感心と感謝を深める楽しい
一日となりました。

スノコ製作の様子


